
③　周辺団体や国・県等との連携強化

Ⅳ 持続可能な自治体
経営の確立

～地方分権時代に対応した自立したまち～

①　誰もが主役のまちづくりの推進

②　スリムでわかりやすい行政の実現



①　協働のまちづくり

新規 ポイント制度推進事業費
234万円

（前年度） －

健康ポイント制度の周知を図り、団体やグループによるポイントの対象となる取り組みを増やし、ポイント

制度への参加者の増に務めるとともに、ポイントを貯めることを励みとして活動が継続するようポイントの

交換を円滑に行います。

課題の解決に向けて、協働で取り組んでいくことが求められており、市民が市政へ参画しやすい環境づくりを

進めることが必要となっています。

２．平成３１年度事業の内容

担当課 健康課 電話番号 74-8414

１．本市の現状と課題

少子高齢化の進展に伴う人口減少問題をはじめとして、解決すべき課題が山積しています。増大する地域

市の負担 234 経
費
内
訳

報償費 223

消耗品費 7

印刷製本費 4

３．目標値または実施により求める効果

ポイントの対象となる市の事業及び認定した取り組みへの参加者を増やします。

氷見きときと健康ポイントカード

（単位：万円）

財
源

一般財団法人自治総合センターの宝くじ受託事業収入を財源として、自治会等のコミュニティ活動に対する

助成を行います。

センター等における活動が重要ですが、地域での獅子舞用具等の新調やコミュニティセンター等の整備には、

多額の資金が必要となっています。

継続 コミュニティ助成事業費

２．平成３１年度事業の内容

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

１．本市の現状と課題

持続可能な地域づくりのためには、獅子舞等の伝統芸能の保存・継承や、地域活動の拠点となるコミュニティ

720万円
（前年度） 630万円

補助及び交付金 720

３．目標値または実施により求める効果

地域におけるコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を

図ります。

カローリング用具の整備

（単位：万円）

財
源

雑入 720 経
費
内
訳
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①　協働のまちづくり

継続 おらっちゃ創生支援事業費
717万円

（前年度） 717万円

３．目標値または実施により求める効果

地方創生が自分ごと、みんなごと、世の中ごととして広がり、市民や団体による取り組みが、地域や氷見市の

２．平成３１年度事業の内容

市民や自治会、団体などが取り組む、社会に対して新しい価値を提供する事業や、地域課題を解決する事業、

地域資源を活用した地域活性化につながる事業等に要する経費に対し、助成を行います。

地方創生の実現に向けて、豊かで住みよい個性あるふるさとづくりを推進するため、市民一人ひとりや自治会、

団体などがそれぞれの立場で主体的に考え、自ら実行し、氷見市の活性化に貢献する「おらっちゃ創生」に

取り組む必要があります。

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

１．本市の現状と課題

その他 7

継続 地域おこし協力隊事業費

未来に対して貢献する好循環の仕組みを確立します。

団体による青少年育成事業

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 700 経
費
内
訳

補助及び交付金 700

市の負担 17 委託料 10

取り組んでいます。平成３１年度からの４期生につきましては、順次、採用を進めていきます。

また、隊員ＯＢも含め、市内での新たな起業に向けた取り組みに対して、補助金により支援します。

３．目標値または実施により求める効果

本市での起業や定住等を支援しています。

２．平成３１年度事業の内容

現在、平成３０年度からの３期生１名の隊員が、東地域における地域づくりやフィッシュレザーの制作等に

１．本市の現状と課題

人口減少や少子高齢化が進む中で、地域の活性化に意欲あふれる人材を地域おこし協力隊として積極的に

受け入れ、地域住民や団体などと連携した地域課題の解決や地域づくり活動を実践するとともに、隊員の

3,669万円
（前年度） 5,517万円

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

報償費 1,714

その他 115

地域おこし協力隊員が本市に定住し、起業又は就業することを目指します。

３期生によるフィッシュレザー制作

（単位：万円）

財
源

市の負担 3,669 経
費
内
訳

補助及び交付金 1,840
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①　協働のまちづくり

継続 協働のまちづくり推進事業費
255万円

（前年度） 330万円

さらに、市民会議室の運営や会議用備品の貸し出しを通して、地域と行政との連携強化を図ります。

３．目標値または実施により求める効果

地域課題の解決などに主体的に取り組む地域や人材を増やし、地域の持続性を確保します。

２．平成３１年度事業の内容

地域づくりに関する講演会等を開催するほか、地域づくりの先進的な取り組みである「やねだん」「雲南ゼミ」

等への参加に対する支援など、市内外での学びの機会を提供します。

人口減少や少子高齢化が進み、集落の維持・存続が危ぶまれている中、多様化する地域課題に行政だけで

対応することには限界があるため、市民や団体等との協働のまちづくりを進める必要があります。

また、市民や団体等の協働のまちづくりへの参画意識を醸成する必要があります。

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

１．本市の現状と課題

その他 119

継続 地域活力施設等整備支援事業費

雲南ゼミの様子

（単位：万円）

財
源

市の負担 255 経
費
内
訳

委託料 80

消耗品費 56

基づき取り組む活動に対して、補助金による財政的支援や工法に関する助言など技術的支援を行います。

３．目標値または実施により求める効果

２．平成３１年度事業の内容

自治会が地域内の社会資本整備（新設、改良、修繕）や鳥獣被害防止対策に関する計画を策定し、その計画に

１．本市の現状と課題

社会資本（道路、河川、水路、公園等）の老朽化が進む中、住民主体の住み良い地域づくりをきめ細やかに

推進するため、自治会による自主的かつ計画的な取り組みを支援する必要があります。

1,477万円
（前年度） 1,477万円

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

住み良い地域づくりを推進するとともに、地域力をより一層高め、持続可能な地域づくりを目指します。

地域による公園の整備

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 400 経
費
内
訳

補助及び交付金 1,477

市の負担 1,077
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①　協働のまちづくり

継続 持続可能な地域づくり支援事業費
745万円

（前年度） 845万円

さらに、地域づくり協議会の継続的な活動を支援するため、人件費や運営費に対する助成を行います。

３．目標値または実施により求める効果

市内２１地区において、地域づくり協議会の設立を目指します。

２．平成３１年度事業の内容

地域づくり協議会の組織づくりを進めるため、設立までの段階に応じた財政的支援や、担当職員等による人的

支援を行うなど、持続可能な地域づくりを総合的に支援します。

人口減少や少子高齢化が進み、集落の維持・存続が危ぶまれている中、様々な地域課題を解決し持続可能な

地域づくりを進めていくためには、地域住民や団体等が連携・協力して取り組む必要があります。

現在、地域づくり協議会が市内７地区で設立されており、それぞれ地域課題の解決等に取り組んでいます。

担当課 地域振興課 電話番号 74-8013

１．本市の現状と課題

その他 14

継続 市単土地改良事業費補助金

地域住民や団体が連携・協力

（単位：万円）

財
源

市の負担 745 経
費
内
訳

補助及び交付金 723

消耗品費 8

３．目標値または実施により求める効果

２．平成３１年度事業の内容

地元が施行する土地改良事業の４０％を補助します。（ 高限度額 ４００，０００円）

１．本市の現状と課題

営農意欲を持ちながらも、既存施設の改修や修繕等に伴う負担に対応できず、事業に取組めない状態です。

改修や修繕等の実施に際し、負担軽減につながる対策が必要となります。

382万円
（前年度） 382万円

担当課 ふるさと整備課 電話番号 30-7011

農業経営の継続性を確立します。

用排水路の整備

（単位：万円）

財
源

市の負担 382 経
費
内
訳

補助及び交付金 382
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①　協働のまちづくり

継続 水路整備地域支援事業費
300万円

（前年度） 300万円

３．目標値または実施により求める効果

生活に密着した水路の排水不良の改善により、周辺の水質保全と合わせ、快適性の向上を図ります。

２．平成３１年度事業の内容

地域の自治会が主体となって実施する水路の改修事業に対し、原材料費及び重機借上料の負担による支援

を行います。（限度額５０万円）

生活に密着した排水路の中には、経年劣化などにより土砂の堆積や水草が発生しやすい箇所が生じており、

周辺の水質悪化や快適性の低下を引き起こしています。

担当課 ふるさと整備課 電話番号 30-7071

１．本市の現状と課題

継続 道路整備地域支援事業費

水路支援を利用した整備例

（単位：万円）

財
源

市の負担 300 経
費
内
訳

負担金 300

料相当額を負担します。（１回あたりの限度額は５０万円又は３０万円）

３．目標値または実施により求める効果

２．平成３１年度事業の内容

地域が自主的かつ主体的に実施する生活道路等の整備に対し、原材料を支給するとともに、重機借上料や保険

１．本市の現状と課題

地域における生活道路等の整備に関する要望に応えるため、地域協働の観点から、整備に要する原材料等を

支給することによって、活力ある地域づくりを推進する必要があります。

1,000万円
（前年度） 1,000万円

担当課 道路課 電話番号 30-7070

地域が主体となって実施する生活道路等の整備に対し、市が支援することによって、快適な住環境の整備ととも

に、活力ある地域づくりを実現します。

地区住民による蓋の取替

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,000 経
費
内
訳

負担金 1,000
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